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午前９時 00分 開議  

  開議の宣告 

議長（高山由行君） 

 おはようございます。 

 ただいまの出席議員は 12名で、定足数に達しています。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付しました議事日程のとおり行いたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  会議録署名議員の指名 

議長（高山由行君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に、７番 安藤雅子さん、８番 山田儀雄君の２名を指名します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  一般質問 

議長（高山由行君） 

 日程第２、一般質問を行います。 

 昨日に引き続き、町政一般に対する質問を行います。受け付け順序に従って発言を許します。 

 なお、質問、答弁とも簡潔明瞭にされるようお願いします。 

 ３番 奥村悟君。 

 質問は、一問一答方式とパネルを活用しての質問の申し出がありましたので、これを許可し

ます。 

３番（奥村 悟君） 

 おはようございます。 

 本日は、大２項目２点について質問をさせていただきます。 

 旧名鉄八百津線廃線跡地の活用について、それから本町のメンタルヘルスマネジメント対策

についてと、この大項目２つについて質問させていただきます。 

 議長のお許しが出ましたので、さきに通告しておきました通告書に従いまして質問をさせて

いただきます。 

 本題に入る前に少しお時間をいただきます。これは私の年賀状でございます。これは拡大し

たものですが、平成 13年９月 29日に記念にと自宅をバックに八百津線のレールバスを撮った

写真です。廃止の２日前になります。翌年の年賀状にして出したものを拡大をさせていただき
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ました。 

 八百津線も、全盛期は電車運転で 7000 系のパノラマカーが走ったこともあります。昭和 59

年９月からは電車を取りやめ、営業運転では全国初となるこのレールバスにかわりました。し

かし、平成 13 年 10 月１日に廃止になりました。旧名鉄八百津線は、2001 年、平成 13 年の廃

線後は跡地を沿線市町、可児市、合併前の旧兼山町、御嵩町、八百津町がそれぞれ取得し、そ

れぞれのまちが財産として管理しています。 

 土地の活用について、八百津町は総延長 2,570メートルを平成 15年から平成 19年の５年間

で約５億 2,000万円で整備しています。県が集落道整備で２分の１、残り２分の１を八百津町

がそれぞれ整備し、現在は町道認定し道路として供用されています。 

 可児市は、一部が舗装がなされ、遊歩道や通学路として利用され、一部は兼山で起業する美

濃東久株式会社に社員の駐車場として無償で貸し付けておられます。それ以外の土地について

は、年２回の草刈りをシルバーに委託し管理がなされています。 

 本町では、町道伏見３号線から伏見児童館までは舗装がされ、遊歩道として地域の方の散歩

コースや中学生の通学路としても利用されています。その遊歩道の周辺整備には、伏見地区ふ

るさとづくり活動センターが町の委託を受けて、１年を通して草刈り、竹の伐採、樹木植栽、

手入れなど環境整備を行っています。平成 25 年から活動を開始され、遊歩道脇には桜の木な

ども植えられ、春には少しずつですが花をつけています。数年、数十年先には立派な花をつけ

た桜の名所として憩いの場となるのではと期待して、待ち望んでいるところです。 

 このように跡地を有効利用して、地域の皆さんに喜んでいただいていることは大変ありがた

いことであります。まだ私が役場におりましたときに、伏見のにこにこ館に筋力トレーニング

施設ができ、利用者の筋力トレーニングに合わせたメニューの一つについて、この遊歩道を利

用し、ウオーキングやジョギングなどの有酸素運動と筋トレを組み合わせた健康づくりに役立

ててほしいと、指定管理者の方に提案させていただいた覚えがあります。しかしながら、児童

館よりその先の跡地、可児市・兼山境までは草木が繁茂し、分け入ることができないほどに

なっています。以前にはイノシシのすみかになったこともあります。 

 去る 10 月 20 日に５回目の御嵩あかでんランドが開催され、町内外から 419 人の参加者が

あったとのことです。その中のアトラクションの一つ、旧名鉄八百津線の廃線跡明智駅から、

旧兼山駅までをめぐる「オールドレイルウエイ八百津」では、30 人弱の参加者があり、開業

から廃線になるまでの 71 年間、地域交通の要として町を支えてきたありし日の八百津線の姿

を歩いてしのぶよい１日になりました。伏見児童館から可児市兼山までの間をイベントの前に

スタッフや役場職員、ボランティア 20 人ほどで半日かけて草刈りを行っています。私も草刈

り機を持って飛び入りで参加させていただきました。参加者の皆さんは、背丈ほどに生い茂っ
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た草木や敷き詰められた砕石に悪戦苦闘しながら刈り取っていきました。大変きれいになり、

これでけがもなく歩けますねとねぎらいの言葉をかけさせていただきました。そのおかげで、

皆さんに喜んでいただけたオールドレイルウエイができたと思います。 

 このような形で跡地をきれいにできることは一時しのぎのことであり、将来的に継続して管

理がなされるものではありません。オールドレイルウエイ八百津が御嵩あかでんランドのメー

ンイベントとして継続されていくなら、それに頼りながらも十分とは言えないにしても管理が

なされるでしょう。しかし、それはそれでいいかもしれませんが、またいつかは草木が繁茂し、

見る影もない荒れた姿に戻ってしまいます。この件については、過去に柳生前議員、伏屋議員

が質問され、５年前に当時の柳生議員の質問に寺本副町長、当時は総務部長でしたが、伏見児

童館交差点から兼山までの約 400メートル区間については、今ある遊歩道に比べてのり面の整

備、舗装工事に伴う排水施設の整備に多額な予算が必要となり、除草作業を実施して付近の環

境整備を損なわないよう努めていくと答弁しておられます。除草だけではなく、恒久的に維持

管理がなされるよう、有効利用も含めて町の考え方をお尋ねします。 

 そこで質問ですが、１つ目、５年前の答弁では現状のままでよしとは思っていない。児童

館・遊歩道利用者からのアンケート実施など、地域住民の方の意見を承りながら、引き続きこ

の問題を検討する姿勢である。具体的な要望があれば、執行部として真摯に対応すると答えて

おられます。この５年間の間に何か進展はあったでしょうか。 

 ２つ目、今後、伏見児童館から兼山までの跡地の有効活用をどのように考えてみえますか。

具体的なことをお聞かせください。 

 以上、２点について総務部長にお尋ねします。明確な答弁をよろしくお願いします。 

議長（高山由行君） 

 総務部長 伊左次一郎君。 

総務部長（伊左次一郎君） 

 おはようございます。 

 奥村議員の御質問に御答弁をさせていただきます。 

 御質問は、旧名鉄八百津線廃線跡地の活用についてと題され、普通財産である伏見児童館か

ら可児市兼山までの未整備区間の活用について２点の御質問です。 

 初めに名鉄八百津線の廃線に伴い、平成 15 年に御嵩町は町内の廃線敷約 1.2 キロメートル

を所有することとなり、奥村議員も御承知のとおり平成 25 年度には既に 582 メートルを地域

の住民の健康増進に御利用いただこうと、伏見にこにこ館を中心に散歩コースとして伏見ふれ

あい遊歩道として整備をさせていただいており、地域の住民や児童・生徒に御利用いただいて

おりますが、これより旧兼山町側への、議員は 400メートルとおっしゃいましたけど、私のほ
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うで把握しておりますのは約 600メートルは、その利活用について時折思案をするもののこれ

といった活用を決めかねているところであります。 

 このような中、若手の住民が名鉄広見線の存続を願い、その思いをつなげつつ、御嵩あかで

んランド実行委員会を 10 名ほどで組織し、年に１回のイベントに取り組んでいただいていま

す。名鉄広見線沿線のみならず、廃線となった旧八百津線の惨状にも心を痛め、このイベント

の１項目、オールドレイルウエイ八百津を打ち出していただき、まずは草刈りからと、さらに

仲間を募り汗をかいていただきました。このメンバーの中に奥村議員の御子息もお見えになり、

さらにお父様である議員も御参加いただいたと伺っております。ありがとうございました。 

 では、御質問の１つ目、平成 26 年第２回定例会、柳生議員からの一般質問に当時の総務部

長が答弁をして以来５年がたつが、何か進展があったのかにつきましては、具体的な要望もな

く、大きく進展があったとは言えません。ただ、さきに紹介させていただいたとおり、地域の

若者の目にとまり、イベントに御活用いただいたことは目を見張るものがあると感じておりま

す。 

 御質問の２つ目、この廃線敷の有効活用をどのように考えているかにつきましては、廃線敷

のみならず、この沿線の土地形状や土地の利用状況を勘案しつつ思案をしておりますが、現在

具体的にお伝えできるものはございません。議員が御紹介になった他市町のように、現況の地

形を利用して舗装することも考えられますが、それには前回、前総務部長が答弁いたしました

とおり、のり面保護や舗装など事業費用に多額の予算を必要とすることにあわせ、八百津町や

旧兼山町のように道路として整備したとしても、多くの方にそれを御利用いただける見込みが

あるのかということにもなります。 

 したがいまして、引き続き地域の方々にとってよりよい活用の御提案に耳を傾けながら、有

効な活用とそれに要する有益な財源を確保することとしたいと思います。奥村議員におかれま

しても、ぜひ地域の御意見に耳を傾けていただき、よい御提案をお願いさせていただきます。

以上で、奥村議員への御答弁とさせていただきます。 

〔３番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 ３番 奥村悟君。 

３番（奥村 悟君） 

 前回と同じような答弁かなあというふうに思います。 

 私、地域の住民の方からも話を聞いておりますが、かなり草木が繁茂しておるということで

して、それと不法投棄の温床になる。私も歩いてみましたが不法投棄もありましたし、特にブ

タクサがありまして、ぜんそくとか花粉アレルギーで困っているという住民の方もおられます。
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その対応はどのようにされますかということですが。 

議長（高山由行君） 

 総務部長 伊左次一郎君。 

総務部長（伊左次一郎君） 

 では、奥村議員の再質問にお答えさせていただきます。 

 昨日の加藤議員からの御質問もございました、町が管理する財産の中で除草作業をしなけれ

ばならない土地というのは、かなり多くあるということは認識しております。今ここで年に何

回草刈りを実施しますということは申し上げることはできませんけれども、何か活用できるも

のを考えていただきながら、そういうぜんそくのもとになるというふうになるとちょっと問題

かなあとは今思いますので、検討をしてまいりたいと思います。 

〔３番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 ３番 奥村悟君。 

３番（奥村 悟君） 

 先ほど、児童館から兼山まで私は 600メートルと言っておりますので、よろしくお願いしま

す。 

 きのうの加藤議員の一般質問で、高倉の町営住宅の草刈りで総務部長がこう答えておられま

す。農地、自分の敷地に草が繁茂していると見苦しい、衛生的でない、数回の草刈りをしてい

るという答弁だったと思いますが、私も自分の敷地や農地は定期的に草刈りを行っています。

それが周りに迷惑をかけない最低限の務めだと思っております。よって、繁茂した土地につい

ても必要最小限の草刈りは行っていただきたいと思いますし、オールドレイルウエイについて

も来年やるかどうかわからないという話も聞いておりますので、それがやれれば草刈りもでき

ると思うんですが、そういったこともなしになれば、当然あそこも荒れた土地になってしまい

ますので、そこら辺も考慮いただきたいなというふうに思います。 

 跡地は御嵩町と可児市・兼山をまたいで連続しています。町単独では難しい面もあるという

ことでありますが、両市町が協力して遊歩道や通学路として整備がなされるとよいかというふ

うに考えます。 

 兼山では、コンクリート製の全長約 232メートルの城山トンネルがあります。人が歩くこと

ができる特別な存在と感じて、漆黒を抜けたその向こうに時空を超えた何かがあるというわく

わく感、物を運び、人を運び、夢や涙を乗せて運んだ八百津線の歴史に触れることができる唯

一の構造物、それに魅力を感じずにはおれません。私もちょっと見てきました。赤れんがでで

きた登録有形文化財の愛岐トンネル群は貴重な財産と捉え、廃線敷を散策しながら春と秋の年
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２回トンネルが特別公開されています。そんな歴史に触れる遊歩道を歩くオールドレイルウエ

イ八百津となればと願っております。 

 八百津や兼山沿いには、美濃金山城や森家の菩提寺可成寺、歴史ある貴船神社、常照寺、西

念寺などがあります。そこで質問ですが、可児市と協議し一体となった整備のお考えはありま

すか、お聞かせください。 

議長（高山由行君） 

 総務部長 伊左次一郎君。 

総務部長（伊左次一郎君） 

 お答えをさせていただきたいと思います。 

 可児市との協議ということでございますけれども、私の立場で今その考えは持っておりませ

ん。以上です。 

〔３番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 ３番 奥村悟君。 

３番（奥村 悟君） 

 ありがとうございます。 

 ぜひとも連続しておりますし、兼山の中学生も遊歩道を使って通学していますので、ぜひと

も協議に乗せるといいかなというふうに思います。 

 実は、遊歩道を通学している共和中学校の兼山の中学生が 26 人います。徒歩、あるいは遠

方の生徒は自転車で通学しています。兼山からフクイ商店の交差点までの町道は、朝は通勤の

車で交通量が多く危ないということで、途中から脇道にショートカットし、児童館をおりて遊

歩道で通学しています。兼山側の県道には歩道があります。県道との交差点から仮に整備され

るならば、接触事故等の危険は回避されると思います。学校へお邪魔し、校長先生と話をさせ

ていただき、跡地の有効活用についてアンケートをとりました。その結果、通学路として整備

してほしい、通学路として利用したいと答えてくれました。中には、アスファルト舗装ではな

く競技場の 400メートルトラックに使われているゴム質のような歩道になればいいという意見

もいただきました。これがちょっと私が学校へお邪魔し、生徒さんからアンケートをとったも

のですが、ここにそういったことで回答をしてくれました。 

 もう一点ですが、東濃実業高校の陸上部が山田地内の道路を利用してタイムレースの練習を

しています。過去にはしていましたが、その道は車が通り、人との接触などでクレームがあっ

たということで、今は活動していません。先日、学校へお邪魔し、校長先生とお話をさせても

らいました。現在ある遊歩道 582 メートル、伏見児童館から 600 メートルが整備されれば約
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1,200 メートルになり、絶好の練習場所になりますねとお話をさせていただきました。使用す

る時間帯は昼間３時ごろなので、通学や散歩には支障がないわけです。校長先生も将来そうな

ればいいですねと言っておみえになりました。 

 このように、活用方法については知恵を出せば考えられないわけでもありません。当時

4,000 万円近いお金で跡地を購入されましたが、八百津町では 15 年前道路整備した金額は、

１メートルあたり 20 万円ぐらいであったということですが、現在工事を行えば倍近く、10 億

円ぐらいはかかるだろうと、すぐにやってよかったと言われておりました。この跡地もいつま

でも置き去りにするのではなく、どこで踏み切るか知恵を絞っていただきたいというふうに思

います。以上で終わります。 

議長（高山由行君） 

 引き続き、２問目行ってください。 

３番（奥村 悟君） 

 次、２つ目ですが、本町のメンタルヘルスマネジメント対策についてということでお願いし

ます。 

 職場での過度のストレスが原因となり、鬱病などの心の病やさまざまな体調不良を発症する

ことをメンタルヘルス疾患といいます。自覚症状がなかったり、周囲から単にやる気を喪失し

ているだけと捉えられることも多く、適切な治療を受けずに放置しておくと症状がさらに悪化

するおそれがあります。 

 厚生労働省の労働者健康状況調査結果によると、強い不安、悩み、ストレスがある人の割合

が 58％であり、ストレス要因として最も多いのが職場の人間関係、２番目が仕事の質、３番

目が仕事の量となっております。また、平成 29 年度地方公務員健康状況等の現況に関する調

査結果によると、長期病休者、疾病等により休業 30 日以上、または１カ月以上の療養者の数、

10 万人率は 2,519.5 人で、2016 年度（平成 28 年度）より 85.9 人、3.53％増加しています。

中でも、精神及び行動の障害の長期病休者全体に占める割合は、55.9％であり、2012 年度

（平成 24 年度）から 50％を超え、年々増加しています。同様に、精神及び行動の障害による

長期病休者数 10 万人率は 1,409.3 人であり、2016 年度（平成 28 年度）より 71.5 人、5.34％

増加しており、10年前の約 1.4倍、15年前の約 2.8倍です。 

 本町においても、企画からいただいた過去 10 年間の病気休職者の推移を見てみますと、年

間１人から５人ほどで、10 年間では計 26 人となっています。職員数に占める病気休職者の割

合は、過去 10 年間の平均は 1.67％で、最近５年間は増加しています。また、病気休職者に占

めるメンタル休職者の割合は、平成 28 年度から平成 30 年度までの４年間で 50％から 80％に

増加しています。今年度については、病気休職者３人が全てメンタル休職者で、それに占める
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割合は 100％になっています。 

 グラフにさせていただきましたので少し見ていただきたいと思いますが、過去 10 年間の病

気休職者数の推移、平成 22 年度から平成 31 年度、令和元年度ですが、全部で 26 人の病気休

職者、青いグラフです。赤いグラフが精神及び行動の障害の休職者数、内数ですが、これがメ

ンタルの休職者ということですが、平成 22 年度当時は１年に３人、２人ということでしたが、

平成 25年度から平成 27年度はメンタルはゼロだった、２人ずつでしたけど。ここ過去４年間

ぐらいを見ますと、平成 28年度は４人に対して２人がメンタルの休職者、平成 29年度も４人

に２人が精神の休職者、平成 30年度が５人に対して４人、平成 31年度は病気休職者３人のう

ちがメンタル、心で病んで休んだ人が３人やったということで、10 年間で比べても年々増加

しているというようなグラフでございます。これを見てみますと、明らかにわかると思います。 

 近年、行政課題の複雑化・多様化、行政改革による仕事の効率化、職員数削減による業務の

増加など、自治体職員も取り巻く環境の変化により職員の精神的負担が多くなっているとも言

われております。職員の不眠症・鬱病などの脳の不調は、集中力・注意力・モチベーションを

低下させ、ひいては町民に提供するサービスの質が低下し、ミスや事故、トラブルが多く起こ

りやすくなります。質の高い政策の立案や行政サービスを維持していくためには、職員が心身

ともに健康であり、それぞれが能力を最大限に発揮できる状態での職務への従事が求められる

ことから、メンタルヘルス対策は重要な問題であります。 

 私は、現役職員のとき常々人材の材は財産の財と言い続けてきました。この人材ではなくて、

こちらの人財ということで言い続けてきました。メンタルヘルス疾患による休職者・離職者の

増加は、この人財の損失を生じることになります。組織のメンタルヘルスを向上させることは、

最終的には公務の生産向上につながることから、人材マネジメントの重要な柱と言えます。 

 メンタルヘルス対策に取り組むことは、単に職員の健康管理という側面だけでなく、コンプ

ライアンスの観点、人的資源の確保、リスクマネジメントの観点から必要とされております。

労働安全衛生マネジメントシステムの中で、メンタルヘルス対策が適切かつ的確に実施されて

いくことが望まれます。また、メンタルヘルス対策は、職員やその家族にとってばかりでなく、

職員が高い意識を持って能力を十分に発揮し、町民に対する公務を効率的かつ的確に提供する

という観点からも大変重要であります。 

 そこで、以下について具体的にお伺いいたします。 

 １つ目、職員がメンタルヘルス疾患で休職する前に、メンタルヘルス不調に陥ることを未然

に防止する取り組みは何を行っていますか。 

 ２つ目、メンタルヘルスマネジメントの取り組みについてお伺いいたします。メンタルヘル

ス疾患にかかった職員に対しての具体的なケア、上司・組織としてはどのように取り組みを行
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いましたか。例えば、専門の資格を有している者との相談やメンタルヘルス疾患に対しての正

確な情報共有などは、復職後のサポートは十分に実践していますか。具体的内容をお示しくだ

さい。 

 ３つ目、メンタルヘルス疾患に罹患した職員が存在するということは、職場環境・勤務体制

等々に問題があるのではないでしょうか。職員のメンタルヘルス不調に対して抜本的な原因の

把握・解決は万全であるべきですが、いかがお考えでしょうか。 

 ４つ目、厚生労働省労働者の心の健康の保持増進のための指針では、事業者は衛生委員会等

において十分調査・審議を行い、心の健康づくり計画を策定することが必要であるとしていま

す。他の自治体、可児市などの健康づくり計画、それと芦屋市もありますが、釧路町、こう

いったものをちょっと入手させていただきましたが、他の自治体ではこの心の健康づくり計画

を策定し、職員の心の健康づくりと活気ある職場づくりを組織的に取り組んでいます。 

 私は、この計画の必要性を十分感じています。本町でも職員の心の健康づくりと活気ある職

場づくりを目的として、この計画を策定するお考えはありますでしょうか。 

 以上４点、副町長にお聞きします。答弁よろしくお願いします。 

議長（高山由行君） 

 副町長 寺本公行君。 

副町長（寺本公行君） 

 パネルを用いての質問ということで、改めて休職者の推移をこのパネルを通して見させてい

ただきますと、どうも私が副町長になった平成 28 年度からその数がふえたような気がします。

そんな状態で私が答弁してもいいのかなあと一瞬思いましたけれども、いや、それだからこそ

私が答弁するべきだと決意を新たにしたところであります。 

 それでは、本町のメンタルヘルスマネジメント対策について、奥村議員の質問にお答えいた

します。 

 質問の要旨は４点、まず１点目、事前の予防策について。これは、３点目の職場環境など抜

本的対策と密接に関連しておりますので、あわせて答弁いたします。 

 副町長として職員の人事管理をしていく上で、いつも痛感することがあります。それは、

154 人の職員がいれば 154 通りの考え、行動パターンがあるということです。人によって、年

齢によって、性別によって違うということであり、当然ストレスに耐える強さ、ストレス耐性

についても人それぞれ違うと認識しなければならないと思っています。 

 メンタルヘルスケアには、セルフケア、ラインによるケア、職場内産業保健スタッフ等によ

るケア、職場外資源によるケアといった４つのケアがあると言われています。最初に、セルフ

ケアでございます。職員一人一人、ストレスやメンタルヘルスに対する正しい理解をし、みず
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からのストレス状況に気づくことが重要であります。そのため、毎年行う健康診断とあわせて

ストレスチェックを実施しています。このストレスチェックは、本人がその結果を把握するこ

とでみずからのストレス状況を知り、メンタルヘルスの不調を未然に防止することを目的とし

ています。結果表を職員へ配付する際、岐阜県市町村職員共済組合の健康相談窓口、健康ホッ

トライン 24 の案内も同封しています。ちなみに、ことしの私のストレスチェックの結果は低

いという結果でありましたので、申し添えておきます。 

 ストレスは誰にでもあります。ストレスがあること自体、悪いことではないと考えます。た

だし、それを解消すること、ストレスを発散することが大切です。現代社会はストレス社会と

言われています。苦しければ苦しいと、素直に職場の同僚・上司に訴えてほしい。 

 次に、２つ目のケア、ラインによるケア。これは３つ目の職場内産業保健スタッフ等による

ケア、４つ目の職場外資源によるケアとあわせて、全て組織として行うケアであります。組織

として行うメンタルヘルス対策の中で、管理監督者の役割は重要です。キーパーソンは管理職

であります。例えばパワハラを受け、その対策を講じないままパワハラの被害者がメンタルの

不全を起こした場合、業務災害と認定され、損害賠償金を支払うケースも出てきています。メ

ンタルヘルス対策は、リスクマネジメント対策でもあることを再認識すべきです。いつもと違

う部下に早く気づくよう、日ごろから部下に関心を持って接しておき、行動様式や人間関係の

持ち方について知っておくことです。 

 また、先ほど苦しいときは素直に訴えてほしいと申しました。そのためにも、部下が上司に

相談しやすい環境や雰囲気を上司が整えなければなりません。部下の話を積極的に聞くことが

大切であります。週に１回、係内会議を開催するのもその一環です。 

 長時間労働の防止対策として、時間外勤務命令は事前の課長決裁としています。これは予算

との絡みもありますが、それ以上に職員の健康管理を考えての措置であります。人間、疲れれ

ば休むこと、リフレッシュが必要です。計画的な年休取得を奨励し、仕事の効率を上げるよう

管理職のみならず全職員には伝えています。さらに、部下が自分の上司をどう見ているか、そ

れを把握することが重要だとの考えから、昨年度より上司評定を実施しています。 

 以上、管理職として最低限心がけておかねばならないことを述べました。当然、課長会議に

おいて注意喚起するなど、常日ごろから課内、部下にアンテナを張るように指導はしておりま

す。私自身も気になる職員がいれば、所属課長にその職員の動静を見守るように指示すること

もあります。私も、できる限り職員と廊下ですれ違ったときなど声かけをしています。明るく

返事をしてくれ、頑張っているなと思うのがほとんどですが、そうでない場合も実際にありま

した。ＳＯＳのサインに気づかなかったのであります。メンタルヘルス対策の難しさを改めて

思い知らされた次第です。今まで以上に職員個々の性格を把握しつつ、人事配置をしていきた
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いと思います。毎年、係長以上の職員数名が、メンタルヘルス・ハラスメント防止講座に参加

しています。今後は、これ以外の研修にも参加させるなど充実を図っていきます。 

 質問の２点目、発症後のケア、復職後のサポートについて説明いたします。 

 いつもと様子が違う職員に対し、上司による面談を実施、状況に応じ当該職員に年次休暇を

取得させたり、仕事の負担を軽減するなどの配慮をしています。また、面談内容は人事係と情

報共有しており、心身の故障に該当するおそれがある場合、医療機関への受診を勧め、医者の

診断により病気休暇、それが長期間であれば休職となります。休職中も所属長が定期的に面談

を行い、療養の状況把握、復職の意思確認をしています。 

 なお、長期休職していた職員が円滑に職場復帰できることを目的に、平成 30 年２月、御嵩

町職員の復職支援実施要綱及び御嵩町職員の試し出勤実施要綱を制定しました。これらの要綱

に基づき、復職前の１カ月ほど試し出勤を実施、当該職員との面談、さらに主治医の判断によ

り復職できるかどうかを判断しています。当然、復職後一定期間は面談を行うなど経過観察を

設けています。 

 質問の４点目、心の健康づくり計画策定についてお答えします。 

 議員の質問に、労働者の心の健康の保持増進のための指針がありました。これは議員御指摘

のとおり、厚生労働省が策定したものであり、その策定時期は平成 18 年３月であります。私

の記憶によれば、当時奥村議員は人事係長であったと思います。もう 12 年以上も前の話であ

ります。時間はかなり経過していますが、労働安全衛生法などの法令を遵守するとともに、昨

今、仕事に関して強い不安やストレスを感じている職員がふえている現状を考慮し、御嵩町役

場の実態に即した心の健康づくり計画を策定することとします。他市町村の事例を参照に、で

きるだけ早急に策定することで、メンタルヘルスケアの実施に積極的に取り組んでいることを

内外に示していきたいと思います。 

 答弁の締めくくりとして、最後に一言申し添えます。我々公務員は、住民福祉の向上に寄与

するため日々役場に勤務し、通常であれば定年まで働きます。仕事の対価として税金から給与

を得て、生計を維持しています。行政・民間の区別なく、仕事には厳しさが必要です。仲よし

クラブでは決してなく、自分の思いどおりにいかないことも多々あります。心が折れ、メンタ

ル不全になる事例がふえてきたのも事実です。しかし、過去に休みがちの職員に関し医者の診

断を仰いだところ、メンタル不全ではないとされた事案もありました。当然、その職員に対す

るその後の指導は厳しくなったことは言うまでもありません。 

 したがいまして、メンタル不全かどうかの見きわめはかなり難しいものがありますが、当事

者の自己申告のみで判断することなく、客観的かつ厳格に判断・対処していきたいと思います。 

 以上で答弁を終わるわけでございますけれども、奥村議員におかれましては、役場在職時よ
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り仲よくさせていただきました。ストレスがたまるときもたまにはありましたけれども、それ

以上にストレスを解消していただいたおかげで、この答弁席に立っていることを感謝しながら

答弁を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

〔３番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 ３番 奥村悟君。 

３番（奥村 悟君） 

 親切丁寧な答弁、ありがとうございました。 

 もうあと時間も 15 分ほどですので、再質問を二、三用意しておりましたが、本当に答弁し

ていただきましたので、少し私の考え方をちょっと言って終わりたいというふうに思います。 

 先ほど、私が人事係長のときと言われましたが、当然私が人事係長のときに衛生委員会、役

場の中にあると思いますが、この衛生委員会を立ち上げさせていただきました。当時、可児医

師会の熊谷先生に相談をいたしまして、産業医をどなたにするかということで、可児先生がい

いだろうということで可児先生に産業医をお願いしまして、それから保健師を入れて衛生委員

会をつくったわけですが、当時私のときもメンタルの職員がいたということで、保健師２人体

制、精神の対応をする保健師、それから身体のほうを対応する保健師ということで、２名体制

で相談・ケアをやったように記憶しております。今がどういうふうな形で衛生管理をやってお

られるかわかりませんが、年１回以上行って議事録も３年間保存ということになっております

ので、また議事録のほうも見させていただきながら、また今後ともしていきたいなというふう

に思いますので、お願いをします。 

 ちょっと再質問をと思っていましたが、私の考え方だけ申し上げておきます。 

 質問の中でもちょっと触れましたが、公務の生産性向上ということで言いましたけれども、

どういう意味かと申しますと私なりの考えなんですが、少ない人数で従来どおりの業務量をこ

なすために、役場の職員は頑張って時間外勤務をこなしておられるというふうに思います。時

間外勤務も一時的なものであれば特に問題は起こらないかもしれませんが、恒常的に発生した

場合、メンタルヘルス不調になる要因になるとも考えられます。万一、長時間勤務により健康

を害するようなことでもあれば、さらに一人一人の負担はふえることになります。そのために

は、少ない人数・時間で必要業務を終える取り組み、つまり生産性の向上が必須です。現状の

業務をいま一度見直し、これは本当に必要な業務なのか、もっと効率化・簡素化する方法はな

いのか、この業務は町民にとって必要なのかなどを徹底して追求し、従来の延長線上の考えを

改め、取り組んでいく必要があります。現状の業務の生産性向上に取り組むことは、結果的に

町民サービスのための時間を確保できることにもつながると考えます。 
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 もう一つですが、メンタルヘルスについての私の考え方を申し上げておきます。 

 近年では、仕事や職業生活に関して強い不安、悩み、またはストレスを感じている人がふえ

てきており、私はいわゆるメンタルヘルス対策も非常に重要な位置づけとなってきていると考

えます。メンタル不調により休職した職員に対する復職支援はもちろんですが、そもそもメン

タルヘルス不調に陥る職員が出ることを未然に防止する取り組みが必要です。外部機関の調査

によると、メンタルヘルス不調となる原因には家庭や子育ての悩み、病気に加え、上司との関

係性、職場のハラスメントなど、いわゆる職場環境も上位に上げられてきております。 

 職員は役場にとって最大の財産であり、町民へ真に役に立つサービスを提供するためには、

まず職員自身が心身ともに健康であることが必要不可欠であるという基本的な考えに基づき、

従来より役場の労働災害や過剰労働の防止を推進してきていることは承知しておりますが、快

適な職場環境を形成することで、メンタルヘルス不調に陥ることを未然に防止する取り組みを

実践してほしいというふうに考えております。 

 以上で私の質問を終わります。 

議長（高山由行君） 

 これで、奥村悟君の一般質問を終わります。 

 続きまして、７番 安藤雅子さん。 

７番（安藤雅子君） 

 議長のお許しをいただきましたので、質問をします。私の質問は、防災リーダーについてで

す。防災リーダーについては、これまでも複数の議員から質問があり、私も平成 29 年に質問

をしていますけれども、経過を含めて今後の展望をお伺いします。 

 御嵩町が防災アカデミーを始めて８年がたちます。防災リーダーの人数は、平成 29 年には

150 人でしたが、現在は何人になりましたか。また、平成 28 年には防災リーダー会が設立さ

れています。その規約には、防災に関する研修や町民への防災の知識や技能の普及啓発などを

行うことにより、自助・共助による御嵩町民の防災力向上に寄与することを目的としており、

事業は、１．防災に関する知識や技能の普及に関すること、２．災害に対する被害予防に関す

ること、３．災害の発生時における応急対策に関すること、４．防災訓練の実施に関すること、

５．防災資機材の備蓄に関すること、６．その他本会の目的を達成するために必要な事項とあ

ります。 

 防災リーダーは、町が実施する防災訓練の運営に携わっていますが、参加するリーダーの数

が少なく困っている会場もあります。お勤めをしてみえる方には、夜数回の会議と訓練当日の

全てに参加するのは難しい方もあるかと思います。当日だけの参加でもよいという呼びかけを

することも考えてみてはいかがでしょう。防災リーダー育成の防災アカデミーの際には、町へ
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の協力はどのように呼びかけてみえますか。 

 防災リーダーの活動として、訓練への協力のほかに女性リーダーの有志で、昨年は平成 22、

23 年の災害による御嵩町の被害の展示をし、非常持ち出し袋の啓発を、そして、ことしは

ぽっぽかんで乳幼児を持つママさんたちに非常食、ＡＥＤ、家具の固定、災害時のトイレの訓

練を行いました。この取り組みは、若いママさんたちやぽっぽかんの先生たちからも好評をい

ただいており、今後も要望を募りながら出前講座をしていくように計画をしています。 

 ほかにも、可児市防災の会とのコラボで、ラスパ御嵩での遊んで防災の開催や、小学生の防

災キャンプへの協力、各種研修会への参加などがあり、リーダー会の活動の場を広げてみえま

す。 

 きのうも、安藤信治議員の質問に敬老会での早期避難の呼びかけ、清水議員の質問にＡＥＤ

の利用ができる人をふやすことが大切と答えてみえましたが、平常時におけるこういう活動は、

防災リーダーにとって大きなウエートを占めるものです。このような活動には予算も必要です

が、リーダー会の活動費はどのように考えていますか。まだ産声を上げたばかりのリーダー会

ですが、町として今後どのように支援をしていきますか。 

 自主防災会でのリーダーの活動は、最も期待をするところです。平成 29 年にお伺いしたと

きには、69 自治会中 22 自治会には防災リーダーがいないとのことでした。リーダー不在の自

治会には、粘り強くお願いをしていくということでしたが、リーダー不在の自治会の数の推移

は、その後どのようになっていますか。 

 また、高校生防災リーダーの講座も実施しており、若い人が防災の知識を身につけたり、災

害時に活躍してくれることは大変うれしく思っていますが、対象とする学生の条件はあります

か。高校生防災リーダーは何人ありますか。どんな活躍を期待していますか。 

 以上、防災リーダーの数について、防災リーダー会の活動費と支援について、防災リーダー

不在の自治会数について、高校生防災リーダーについてを伺います。きのうに引き続き、総務

部長の出番が多くて大変恐縮ですが、よろしく御答弁ください。 

議長（高山由行君） 

 総務部長 伊左次一郎君。 

総務部長（伊左次一郎君） 

 では、安藤議員の御質問に御答弁をさせていただきます。 

 御質問は、防災リーダーについてと題され、４点の御質問です。 

 初めに、近年多発する自然災害から住民の命を守るため、まずはみずからの命はみずから守

る自助のための知識習得の機会、そして地域の住民の命を地域で守る共助へとつなげるため、

平成 24年度より防災アカデミーを開講し、平成 30年度より国の支援を受け、高校生を対象と
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した防災アカデミーにも枠を広げてきました。これは、町の下部的な組織として養成するもの

ではなく、町は支援を惜しみませんが、あくまで発災時には地域の中で自主的に活動していた

だくリーダーとして養成しているものであります。この趣旨を御理解いただき、平成 28 年度

には防災リーダー会が設立され、ただいま安藤議員より御紹介をいただきましたように、手探

り、試行錯誤でさまざまな活動をいただいており、深く感謝を申し上げるところであります。

今後もさらに多くの防災リーダーを養成し続けたいと考えております。 

 では、御質問の１つ目、防災リーダーの人数についてにつきましては、令和元年度第８期生

の誕生により、現在の防災リーダーの認定数は 256人、このうち町内に在住する防災リーダー

は 218人となっています。さらに、このうち防災士が 150人となっています。 

 御質問の２つ目、防災リーダー会の活動費と支援についてにつきましては、まずは防災リー

ダーとはいえふだんの生活があります。訓練や企画会議等々にみずからの時間を全て割くわけ

にもいかないことから、強制もできないのは当然です。防災リーダー会でも当日だけの参加も

了としてみえると思います。また、防災リーダー会では、既に数々の地道な活動をいただいて

おり、議員が御紹介された女性防災リーダーによる活動への感謝の声も聞こえてきています。

防災アカデミーの中で、講師よりこうした地道な活動手法も学ばれ、実践をしておみえになる

のだと感心をしております。現在は、この防災リーダー会の事務局を町のほうで担っており、

今後も継続的に支援してまいりますとともに、些少かもしれませんが防災リーダーの活動に持

ち出しがないよう、活動費用の予算化も進めてまいりますので、議会の皆様方にも御理解を賜

りますようよろしくお願いいたします。 

 御質問の３つ目、防災リーダー不在の自治会についてにつきましては、69 自治会中 14 自治

会に防災リーダーが誕生しておりません。いよいよ自治会員の少数化や高齢化に伴い、防災

リーダーの選出が困難と想定される自治会も見えてまいりましたので、近隣の自治会との連携

などを含め、今後も御嵩町自治会長連絡協議会の場などの機会を捉えて、可能な限り自治会に

複数人の防災リーダーの養成と連携を依頼していくほか、防災リーダーによる自主防災組織の

強化を依頼してまいります。 

 御質問の４つ目、高校生防災リーダーについてにつきましては、本町の高校生防災リーダー

養成講座は、昨年度より元企画調整担当参事として御嵩町に派遣されていた三輪康典氏のお骨

折りにより、文部科学省の補助事業、学校安全総合支援事業の交付金を受けており、特段の条

件は設けてございません。ただし、高校生防災アカデミーは、御嵩町防災コミュニティセン

ターで開講することから、実質可茂管内の高校に在学する生徒となっています。これにより、

平成 29年度からの３年間で 51名の防災リーダーを認定しています。また、防災士の資格取得

者は 34 名となっております。この高校生防災リーダーに、まずは発災時にみずからの命を守
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るための知識習得を願い、次いで、発災時の自発的な機動力に期待をしております。 

 以上で、安藤議員への御答弁とさせていただきます。 

〔７番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 ７番 安藤雅子さん。 

７番（安藤雅子君） 

 ありがとうございました。 

 防災リーダー会への協力は、事務局のほうは町がやって継続な支援をしていく、そして予算

化も考えてくださるということで、とてもありがたく思っています。ありがとうございます。 

 そこで、再質問なんですけれども、これからも自助・共助のために防災リーダーを養成して

いきたいということでしたけれども、防災アカデミーというのはいつまで続けるのか。そして、

目標としている防災リーダーの数はあるのか。また、理想とする姿みたいなものがあれば、少

しお聞かせください。 

議長（高山由行君） 

 総務部長 伊左次一郎君。 

総務部長（伊左次一郎君） 

 では、安藤議員さんの再質問にお答えさせていただきます。 

 防災リーダー、先ほど人数を申し上げましたけれども、中には町外へ出られた方もおられま

すし、御不幸の方もお見えになります。ですから、いつまでということになりますと、これは

次から次へと若い世代に担っていただきたいというのが考えの中にございますので、でき得る

限り継続してやっていきたいというふうに思っております。 

 理想としている部分につきましては、今、防災リーダー会さんが先ほど私のほうで回答させ

ていただいたとおり、試行錯誤の中でいろいろ頑張っていただいております。これを我々のほ

うは事務局だけでなく、先週末も研修会で神戸のほうだったと思いますけれども、行っていた

だいております。そういう知見も広げていただきながら、発災時・非常時に本当に地域の中で

リーダーとして御活躍をいただきたいというのが理想でございます。以上でございます。 

〔７番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 ７番 安藤雅子さん。 

７番（安藤雅子君） 

 ありがとうございます。 

 いつまで続けるかというのは大変難しい質問でしたので、若い世代に担ってほしいのでこれ
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からも続けていきたいというお答えでしたけれども、やはり若い世代がこういう勉強をしてい

こうと思った場合、今のように年に４回、日曜ごとに講習会を受けなければいけないという形

のままでは、少し若い方たちは受けにくいのではないのかなあと思っておりますので、ぜひ継

続はしていただきたいのですが、今度は若い世代の方たちも受けやすいような形を考えていっ

ていただけるとありがたいかなあと思います。 

 また、防災リーダーというのはせっかくとった資格なので、ボランティアではありますけれ

ども、学んだことを生かして地域に貢献していきたいと思ってみえる方は大変多くいらっしゃ

ると思っています。各自治会の自主防災会の訓練の中で、防災リーダーが活躍をしているとこ

ろも今御紹介したように大変ふえてきています。この自主防災会というのは、自治会長が会長

を務めてみえるところが大変多いのではないかというふうに推測をしますけれども、輪番で

回っている自治会長さんが兼務で自主防災会の会長もするということは、大変荷が重いという

か、仕事がふえて大変なことだというふうに思っています。この防災リーダーが自主防災会の

中で主力メンバーとなって、継続性のある活動が行えるように防災訓練などを続けていけば、

自治会長さんの負担も軽減されて非常に助かるのではないでしょうかというふうに考えていま

す。 

 今、軒数の少ない自治会もあって、単独で防災リーダーを養成したり自主防災会の中に防災

リーダーを入れて活動することが難しいところはありますので、周りと連携をしながらやって

いってほしいということも進めながら続けていくというふうにお話をいただきました。大変と

てもありがたいことだと思います。それにつけ加えて、自治会長会などの折に防災リーダーが

活躍している自主防災会の活動などを紹介すると、こんなふうにやってもらえるならうちも

あったほうがええか、隣と、少ないところと一緒になればできるのやないかというふうに考え

ていただける自治会さんもふえてくるのではないかなあというふうに思っております。 

 町もせっかく予算をつけて多くの防災リーダーを養成して、防災への取り組みに力を入れて

いただいているのですから、ぜひ防災リーダー会、自主防災会への強力なバックアップを今後

もしていっていただけることを期待して、私の質問を終わりたいと思います。ありがとうござ

いました。 

議長（高山由行君） 

 これで、安藤雅子さんの一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩をします。再開予定時刻は 10時 25分といたします。 

午前 10時 08分 休憩  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

午前 10時 25分 再開  
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議長（高山由行君） 

 休憩を解いて再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 ６番 伏屋光幸君。 

６番（伏屋光幸君） 

 議長の許可がいただけましたので、さきに提出しました通告書に従い、一般質問をさせてい

ただきます。 

 願興寺本堂修理工事について、今回３度目の質問になりますが、同じようなことを言います

がよろしくお願いします。 

 御嵩町特定重要文化財願興寺本堂修理保存会が平成 30年３月 17日に中公民館において、多

くの来賓の方々御出席の中、保存会立ち上げの会員 200名余り御参加の中で、願興寺再建のた

め、願興寺本堂修理保存会の総決起集会が盛大に開催をされました。そして、総決起集会にお

いて決意表明がされております。 

 私たち保存会は、御嵩の宝である特定重要文化財願興寺の本堂を解体修理し、後世へと守り

引き継ぐために、心を一つにして、事業主体願興寺の負担額１億円の浄財を集めさせていただ

くと決意をされました。皆さんの温かい御支援、御協力を心からお願いしますという決意表明

がされております。私は一人の御嵩町民として、また御嵩町議会の議員として心から賛同した

ことを覚えております。 

 平成 30 年６月には、御嵩町自治会連合会を通じて、各自治会の班長さん、役員の方々の手

によって、町世帯 5,000戸自治会会員に対し、平成の保存大修理の御寄附のお願いがありまし

た。 

 保存会の鍵谷会長のもと、保存会の粘り強い御協力、保存会の役員が一体となって取り組み

を続けられた努力と誠意ある御嵩の財産、御嵩町願興寺の再建を念じて寄附金集めの努力は一

議員として、また町民の一人として感謝を申し上げます。 

 令和元年度は、平成 30年の３月 17日、総決起集会をスタートして２年目におけるふるさと

納税、一般寄附、国における指定寄附金制度など積極的な対応において、今日願興寺に対する

寄附金納入状況についてお伺いをいたします。 

 １つ目、願興寺本堂修理保存会の寄附金状況について。 

 平成 30 年６月より本格的に始まった寄附金活動も１年半が経過しました。11 月６日の中日

新聞に、名古屋市に本社を置く町内施工業者が 10月 28日に本堂修理事業に寄附金 500万円を

寄附していただきました。また、11 月 14 日の中日新聞に、可児市にあるリゾート施設を運営

している御嵩町出身の方から、11 月８日に本堂修理事業に 100 万円を寄附していただいてお
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ります。令和元年 11 月現在の寄附金の協力者数と寄附金金額など、最近の状況についての説

明をいただきたい。できれば、見学会の実施状況についても報告をお願いいたします。 

 また、御嵩町議会として、この願興寺修理再建事業をどう対応すべきか。 

 多くの方々の協力、各種団体、企業、個人の方々、また県内外からふるさとを思い、ふるさ

と納税の形で賛同、寄進をされているとお聞きしております。私たち議員は、個人の政治資金

規正法は十分理解をしていますが、私たちは一人の町民として考えたとき、また議会議員とし

て考えたとき、私たち御嵩町議会としてなすべき行動は町民の方々から見える議会の姿を冷静

に考えることはこの大事業達成の一役を議会人として町民の皆さんとともにすべきと思ってお

ります。 

 ２つ目の質問は、重要文化財願興寺本堂修理第２期工事入札が行われたことについてお尋ね

をいたします。 

 工期は、平成 30 年２月 23 日から令和８年７月 31 日までの工期の計画で、本堂解体工事、

そして修復改修工事に向かって順調に工事が進んでいる状況と思われていましたが、先日工事

業者がかわったことに驚きました。 

 第１期工事、平成 30年２月 23日付、当初契約金額は２億 973万 6,000円、平成 30年 11月

16 日変更契約では２億 1,318 万 6,600 円、業者は株式会社中島工務店に落札されております。

第１期工事の大半は終了であるとお聞きしております。第２期工事、令和元年 11月 20日付で

入札がされております。契約金額は３億 960万円、業者は田中社寺、岐阜市であります。 

 願興寺本堂修理・本体解体工事再建修復工事一体で進むべき工事。第１期、第２期工事入札

とはいえ、今後の進めるべき事実に混迷することはないでしょうか。当初計画された総事業額

12 億 8,550 万円、変更後 13 億 422 万 8,000 円は基本計画なのか、文化財建築物保存技術協会

なのか、文化庁なのか理解がしがたいです。 

 入札結果から見ると、第１期工事入札、第２期工事入札結果、事業費の変更、修正変更はあ

るべきと思いますが、どうでしょうか。 

 ３つ目ですが、霊宝殿についてお尋ねをいたします。 

 願興寺霊宝殿には、重要文化財、国宝級の仏像 24 体が安置をされています。仏像の安置場

所と御嵩町と願興寺、宗教法人比叡山延暦寺本山の御指導、御協力の中で今後の運営方法を考

えるべきだと思いますが、願興寺修復完成、令和８年度を目指して御嵩町随一の観光資源活用

に町長として基本的なお考えをお聞きいたします。 

 議会として、令和元年 10月 11日に熊本県球磨郡湯前町へ、日本で唯一町が文化財の保存法

に基づき管理団体となっているこの湯前町を知ったのは１年前、東京での研修で小原尚県議会

議員が大野泰正参議院議員の知り合い、岐阜県出身の文化庁、髙橋政策課長を紹介され、髙橋
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課長を初め関係職員３名が願興寺について、事前質問にお答えされました。その中で、町の管

理、仏像ですが、について過去に熊本県湯前町、明導寺があると言われたことがきっかけで今

回熊本県の人吉・球磨地域へ研修に行くことができました。また、この目で視察をしてまいり

ました。今では、願興寺に戦国最強の武将、可児才蔵生誕の地、御嵩といった人物を知ること

ができたと思っております。来年の大河ドラマ「麒麟がくる」に御嵩町も便乗してまいりま

しょう。 

 少し余分なことを申し上げましたが、質問３項についてお答えをお願いいたします。 

議長（高山由行君） 

 教育参事 山田徹君。 

教育参事兼学校教育課長（山田 徹君） 

 それでは、国指定重要文化財願興寺本堂修理事業についての伏屋議員の御質問にお答えしま

す。 

 質問につきましては３点ございました。 

 私への質問は、本堂修理保存会での寄附金状況と工事見学会の開催状況についてでございま

す。その後、町長より第２期工事を受けての今後の考え方、それと願興寺霊宝殿についての活

用についてを御答弁いただきたいと思っております。 

 初めに、現在の本堂修理保存会が実質的に発足したのが平成 29 年８月、その後に定期的な

役員会合を毎月１回のペースで重ね、先月で実に第 31 回目となります定例会議を開催し、誠

心誠意で精力的に募金活動を展開されておられますことを議会にも御報告させていただきます。

事務局である教育委員会としても大変感謝申し上げる次第でございます。 

 また、本格的な寄附金募集をスタートしましたのが、昨年の夏からであり、この１年半の間

に自治会組織や地域関係者、地元企業等に向けさまざまな働きかけを行い、まだまだ不足はし

ておりますが、おぼろげにも目標金額となる願興寺本堂修理に係る所有者負担分に一歩ずつ近

づいてきているという現在の状況でございます。 

 さて、保存会における寄附金状況でございますが、願興寺住職からの出資金を除いて、この

11 月 15 日現在では、合計で寄附者数 834 件、寄附金額 4,422 万 8,548 円でございます。その

内訳は、従来からの一般寄附金が法人 34 件 131 万円、個人が 644 件 2,903 万 8,548 円、合計

で 678件 3,034万 8,548円。また、本年７月１日から適用が認められました指定寄附金が、法

人 14 件 800 万円、個人が 142 件 588 万円、合計で 156 件 1,388 万円という状況でございます。 

 また、本堂修理の工事見学会については、本年２月 21 日の町議会や修理委員会を皮切りに、

春の薬師祭礼への来場者や地元近隣自治会の関係者、ゴールデンウイーク中での一般受け付け、

また町内の小・中学校６校による学校行事、小６と中３のふるさと学習の一環としての霊宝殿
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見学をあわせた見学会などを実施しまして、先月までに延べ 20 回、人数は実に 1,606 人の参

加者があったことを御報告させていただきます。 

 町議会におかれましては、これまでも町内に対して願興寺本堂修理事業の周知や保存会の募

金活動に関して支援をいただいており、今後も令和８年度の完成を目指して、町民を初め多く

の方々による御協力が必要となってまいりますので、本事業の事業発信を初め、多方面からの

御支援を引き続きお願いしたいと思っております。 

 以上で、私からの答弁とさせていただきます。 

議長（高山由行君） 

 町長 渡邊公夫君。 

町長（渡邊公夫君） 

 おはようございます。 

 伏屋議員の質問にお答えをいたします。 

 伏屋議員、公人になると難しいですよね。私自身も非常に悩んでいるところでもあります。

住民投票の直接請求ができるのは一般住民でありましたので、私はそのときに議員になったこ

とをあれほど後悔したことはありませんでした。非常にいろんな状況が想定されますけれど、

我々は公職選挙法で決められた姿勢を守っていくという立場でありますので、いろんなやり方

を研究していかなければいけないわけですが、基本的には寄附行為ということになってはいけ

ないと思っていますので、ぜひ法をしっかりと研究され、その上で対応していただきたいとい

うふうに思います。 

 まず、伏屋議員の質問、答弁の前に、この場をおかりしまして、願興寺修理事業の関係者の

方々に心からお礼を申し上げます。ありがとうございます。 

 特に保存会の皆さんは、会長を中心にチーム一丸、ワンチームとなられて積極的に寄附金集

めをしていただいております。この取り組みに対して、本当に敬意を表するところであります。

資金集めという一番大変な任を担い、進めていただいている。本当に心強く感じております。

本当にこの場をおかりしてお礼を申し上げます。ありがとうございます。 

 さて、伏屋議員には２点目と３点目の質問ということでお答えをさせていただきます。 

 まず２点目、入札結果に驚いているということでありますが、私も素直に驚いております。 

 第１期工事の入札の後、文建協のいわゆる設計士が見積もりをしておりますので、そこで修

理委員会の会議の中で幾つか私自身も疑問に思っている点を確認いたしました。 

 まず１つ目は、落札価格の低さでした。要は見積もりが甘いんじゃないかという話でありま

す。設計価格と落札価格の差が余りにも大きかった。直接すぐ契約には至らなかったと。低価

格入札ということでしたので、そこは精査しなきゃいけないということで時間がかかりました。
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余りにも見積もりとしてはお粗末ではないかということを指摘しました。これに対して文建協

の設計士さんは、まず見積もりが東京価格でしたという返事でした。少し単価が高過ぎたかも

しれないと。単価が倍近いじゃないかと私は思ったんですけれど、非常にそういう意味では信

頼性に欠ける数字が出てきてしまっていたということをその場で認識した次第であります。 

 次の入札の設計価格は信頼されるかと、してもいいのかということを、私、その場でも改め

て聞きました。信頼される設計をするという、そういう答弁が返ってきております。 

 ３つ目に質問しましたのが、第１期と、いずれも入札で行うわけでありますので、第１期と

第２期で施工業者がかわることはあるかと。入札が厳正に行われれば可能性はあるわけであり

ますので聞いてみましたところ、よそでもそういうことはありますという答弁をされました。 

 そういう意味では、驚いてはいるんですけれど、そのときに聞いたとおりの話になったなと

いうことを感じております。私自身も建設業界のことはおおむね知っているつもりではありま

したが、この寺社関係の世界は大変不思議な世界で、ある意味大変恵まれた業界なんだなとい

うことを感じているところであります。 

 今後注視していきますのは、事業主体側の耐震化などの変更に対する追加分の額であります。

また、現況を生かす部材などの追加の多発。設計に漏れていましたとか、設計では大丈夫だっ

たけれど、実際にはだめだったというようなことが、金額としては高騰してしまって、数多く

出てくるということになると大変な状況になりますので、そこをしっかりと注視していきたい

と感じております。 

 これらをチェックしつつ、町の立場としては事業主体でもありませんので、工期が守られ、

予定が守られるよう厳しく見守っていきたいと思っております。 

 伏屋議員の指摘されました予算の修正につきましては、当初の予定が見積もり、入札どおり

できるか。12 億円とも 13 億円とも言われた見積もりが出てきて、それがどうなのかと。変更

したほうがいいじゃないかというお話でありましたけれど、非常に不思議な世界で、いいと

思っていたらだめだったということになると追加ということになってきますので、これら本体

工事の予定されている部分の工事がほぼ見えたという状況になるまでは修正はできないと思っ

ています。 

 なおかつ、今度は事業主体側から追加工事として、例えば今行われている工事には耐震化と

いうのは入っていませんので、耐震化をしたら一体幾らなんだ、また屋根も素材は今ガルバリ

ウムということでなっていますけど、例えば銅板にしたらどうなのかということを資金の余裕

があれば指摘をし可能性を探ってもいいかなと思っていますので、それらの金額が全て出てこ

ないと、この事業に関しては修正をしていくということはできないんではないかと、このよう

に思っております。 
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 次に、霊宝殿についての質問にお答えをいたします。 

 まず本体、今本堂をやっておりますけれど、私がもしできるとしたら、ずうっと町長になっ

てから提案をしていましたけれど、霊宝殿を何とかしなければいけないということを思ってお

りました。特に、霊宝殿に安置されている 24 体の仏像の倒壊防止であります。多分ちょっと

した地震が来れば、倒れて仏像は壊れてしまうというのが目に見えていましたので、今のまま

ではいけないということで、住職にもいろんな提案をしてまいりました。本当に町長になった

直後から住職にはそういう話をさせていただいていた。本堂修理というのはちょっと雲をつか

むような話で、幾ら資金を要するのかというものもつかめていませんでしたので手出しはでき

ないなというのが正直な気持ちでしたので、せめて 24 体の仏像は守りたいと思っておりまし

たので、そちらを先にというつもりでありました。 

 霊宝殿については、建物については、図面を見て計算したわけではありませんけれど、私が

見る限り耐震化という部分については大丈夫じゃないのかなという気がしています。これは設

計士さんに精査していただかないと答えは出ませんけれど、今の建物の状態である程度の揺れ

には耐えてくれるんではないかとは思っておりますけれど、仏像の倒壊というのは、南海トラ

フ級の大地震が来れば必ず起きることだと思っておりますので、少なくとも気にとめて、次な

る事業としてはやっていかなければいけないというふうには思っております。 

 今後、本堂の第２期工事の進捗を見きわめながら、霊宝殿の耐震化、耐震性を分析した上で

仏像の転倒防止の方法、充当できる財源の確保などを進めていきたいと考えておりますので、

また補助金がどう、町は幾ら出さなきゃいけないというような話になってくるかと思いますけ

れど、その際には議会の皆さんには御理解をいただいて、できれば財源としては今集めていた

だいている入札のいわゆる差額、これらをうまく使っていければありがたいなあと思ってはお

りますけれど、その節にはその報告やらお願いをすることになるかと思いますので、御理解の

ほどをいただきたいと思います。以上であります。 

〔６番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 ６番 伏屋光幸君。 

６番（伏屋光幸君） 

 答弁いろいろありがとうございました。 

 １つだけ教育参事にお願いがありますが、この寄附金、それからそういうもろもろを「ほっ

とみたけ」や何かに載せて、皆さん、住民に周知することが可能か可能でないかだけです。 

議長（高山由行君） 

 教育参事 山田徹君。 
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教育参事兼学校教育課長（山田 徹君） 

 ただいまの再質問についてお答えいたします。 

 もちろん皆様からいただいておる寄附金ですので、皆様にお知らせしていくということは必

要だと思います。「ほっとみたけ」になるかもしれませんし、ほかのメディアを通じるかもし

れませんけれども、お知らせしていきますので、よろしくお願いいたします。 

〔６番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 ６番 伏屋光幸君。 

６番（伏屋光幸君） 

 以上で私の質問はこれで終わります。 

議長（高山由行君） 

 これで伏屋光幸君の一般質問を終わります。 

 続きまして、10番 大沢まり子さん。 

 質問は、一問一答方式と物品を提示しての質問の申し出がありましたので、これを許可しま

す。 

１０番（大沢まり子君） 

 議長のお許しをいただきましたので、大きく３点について質問させていただきます。 

 今議会では、第１回目の質問に立たれたお二方も大変緊張してみえましたが、私、81 回目

の登壇となりますが、大変緊張しておりますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 初めに、本町の食糧備蓄の現状と計画についてお伺いをいたします。 

 災害時、妊産婦、乳幼児を抱える親御さん、特にお母さんは、被災直後の避難行動、移動に

は大きなハンデがあります。過去の被災地で見られた妊産婦の困難として、切迫流産、早産、

母乳がとまる、子育てへの意識の喪失などがありました。免疫力が未熟な乳幼児は、風邪の罹

患、哺乳ができないことによる脱水症状、不安や恐怖による赤ちゃん返りなどが見られたよう

です。乳幼児にとって、避難時の周囲の反応による影響は大きく、冷えや暑さ、不衛生な状態

は大変な危険にさらされることになります。 

 こうしたことから、既に一定の配慮がなされているとは思いますが、さらなる避難所環境、

医療、物資、栄養、生活などの総合的な支援の充実が必要と考えます。 

 欧州などでは既に広く普及をしている液体ミルクですが、昨年８月、日本での製造販売が可

能になり、本年３月から国内２社で販売をされるようになりました。これがその２種類の商品

であります。 

 お湯で溶かす必要のない乳幼児用液体ミルクを災害時の備蓄物資に採用する動きが全国で広
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がっております。液体ミルクは必要なビタミンやたんぱく質など、母乳に近い栄養素が含まれ

ていて、おおむね 25度以下の常温で保存ができます。 

 国は 10 月、都道府県などに対し、災害対応のために液体ミルクの備蓄を促す通知を出して

おります。その中で、賞味期限が近づいた液体ミルクは、保育所の給食などで使い、使った分

を補充するローリングストックという手法も紹介をしています。 

 昨年の西日本豪雨や北海道胆振東部地震では、液体ミルクが支援物資として届けられました

が十分に活用されませんでした。受け取った自治体や被災者に知識がなかったことが活用でき

なかった原因と言われています。こうした課題解決のため、東京都は液体ミルクの使用方法な

どを伝える動画とリーフレットを作成しています。 

 一方、本年各地で大きな被害を出しました台風 15号や 19号の被災地では、停電や断水など

の被害が出る中、液体ミルクが大変役に立ったということであります。水を沸かせない環境の

中、液体ミルクがあったおかげで大変助かったとの声もありました。 

 このようなことから、御嵩町においても災害備蓄品に液体ミルクを導入していただきたいと

考えます。 

 そこでお尋ねいたします。 

 １つ目に、本町における妊産婦及び乳幼児の避難所環境への配慮、支援の現状についてお聞

かせください。 

 ２点目に、非常時に役立つ液体ミルクを避難所や保育園などでの備蓄や災害時に調達できる

体制が必要と考えます。また、煮沸消毒を必要としない使い捨て哺乳瓶もあわせて備蓄できな

いものでしょうか。 

 ３点目、非常時の食料確保のための協定を結んでいる事業所の現状と今後の計画についてお

伺いをいたします。よろしくお願いします。 

議長（高山由行君） 

 総務部長 伊左次一郎君。 

総務部長（伊左次一郎君） 

 では、大沢議員の御質問に御答弁をさせていただきます。 

 御質問は、食糧備蓄の現状と計画と題され、３点の御質問です。 

 御質問の１つ目、妊産婦及び乳幼児の避難所環境への配慮支援の現状はにつきましては、議

員が言われるとおり、発災時の妊産婦や乳幼児を抱える親御さんへのさまざまな配慮が必要と

なってきます。 

 本町では、毎年消防費の中に防災用備品購入費を予算組みし、災害時に必要となる備品を少

しずつ準備しています。この中で、今年度は避難所で使用する簡易仕切りや屋内用・屋外用の
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テントなどを予定しています。これはさまざまなプラバイシー保護に備えるものであり、使用

用途も授乳や女性の着がえに配慮しようとするものです。しかし、妊産婦や乳幼児には避難所

のスペースではなく、部屋を準備することのほうが大切とも考えています。 

 御嵩町地域防災計画には、災害対策物資備蓄等の計画、要配慮者対策、医療・救護体制の対

策、防疫対策などを記載しておりますが、さらに女性目線での環境準備計画が必要と考えてい

ます。 

 御質問の２点目、液体ミルクと使い捨て哺乳瓶を備蓄することへの考えにはつきましては、

議員が御紹介になられたとおり、日本では使用例はなく、衛生管理が難しいということで、北

海道の被災地５町に配付された 1,050本は１本を除き廃棄されたとのことです。使用例がない

ことや何かもわからなかったという知識不足が原因で廃棄されたようです。外国製品だったの

でしょうか。 

 しかし、ことしの春に国内メーカーが液体ミルクの販売を開始して以降、風向きは変わって

きたようで、被災直後に清潔な水の入手が困難となる場面を想定すると、安全で便利なものと

して全国の自治体に備蓄の動きが出てきている一方、導入コストは粉ミルクの２倍として、財

政面から検討を要すとする自治体もあるようです。 

 ぜひ乳幼児をお持ちの御家庭での準備を一番にお願いしつつ、本町の防災担当としては、液

体ミルクと使い捨て哺乳瓶をあわせて常温保存が可能とはいえ、どこに、どのように、どれだ

けを備蓄保存するのが適当なのかの検討を進め、備蓄用品としての導入を進めたいと考えてお

ります。 

 御質問の３点目、非常時の食料確保協定を結んでいる事業所の現状と今後の計画はにつきま

しては、現状としましては、近隣市町や事業所と 48 の消防・防災に関する協定を締結してい

ます。このうち食料や飲料については８件の協定を締結いただいております。 

 今後の計画は、事業所の御厚意に基づき協定の締結を進めていきたいと存じます。 

 台風の大型化などで他府県では大きな災害が発生している昨今、防災への準備は多種多様に

なりつつあります。災害発生時への備えは、防災担当のみならず役場職員は全て防災士として

の準備と行動が求められます。今は運がいいだけとみずからに言い聞かせ、備えを進めていき

たいと存じますので、大沢議員にあっても御協力をお願いしたいと思います。 

 以上で、大沢議員への御答弁とさせていただきます。 

〔10番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 10番 大沢まり子さん。 

１０番（大沢まり子君） 
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 ありがとうございます。 

 １点目につきましては、避難所環境への配慮として、本年度簡易間仕切りやプライバシー保

護のためのテントなどの購入をしていただけるということでございました。昨年 12 月議会で

提案いたしました赤ちゃんの駅に準ずるものと受けとめております。今後もさらなる充実を

図っていただきますようお願いいたします。 

 ２点目の液体ミルクにつきましては、備蓄の方向で検討していただけるという御答弁でした。

他の自治体の様子を見ますと、薬局などと協定を結び災害に備えているというところもござい

ます。よろしく御検討をお願いいたします。 

 ３点目ですが、再質問を１つさせていただきます。 

 食料や飲料についての８件の協定を結んでいるとのことですが、具体的な事業所名と協定の

内容について、簡潔に御説明をお願いいたします。 

議長（高山由行君） 

 総務部長 伊左次一郎君。 

総務部長（伊左次一郎君） 

 では、大沢議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 事業所名につきましては、少々控えさせていただきたいと思います。 

 災害時における物資協定に関する協定ということで８件の協定を結ばせていただいておりま

す。その中には、飲料の自動販売機を災害時にはお金を入れなくても出すことができるという

ものが２件ほどございます。あと、食料については町内のスーパーさん等、そういうところと、

もう一つは給食関係のところも協定を結ばせていただいております。 

 そういうのが、飲料が先ほど２件と言いましたけど３件ございます。あと５件がスーパー等

の食材であるとか、日用品なども販売しておみえになるような事業所のほうと協定を結ばせて

いただいております。以上でございます。 

〔10番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 10番 大沢まり子さん。 

１０番（大沢まり子君） 

 簡単に御説明いただきましたけれども、要は災害時にこういった協定を結んでいる事業所に

対して、こちらがお願いをしたときに供給していただけるというような形になるんでしょうか。 

議長（高山由行君） 

 総務部長 伊左次一郎君。 

総務部長（伊左次一郎君） 
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 お答えします。 

 こちらのほうから要請をかける形になってくると理解をしていただきたいと思います。 

〔10番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 10番 大沢まり子さん。 

１０番（大沢まり子君） 

 それでは、今後も協定の締結を進めていただきまして、大災害時の安心への対応をよろしく

お願いいたします。 

 先ほどの御答弁の中で、防災への準備として、役場職員は全て防災士としての準備と行動が

求められますと言われましたが、現町職員のうち防災士は 20 名ほどと伺っております。一日

も早く全職員が講習を受け、防災に対するスキルアップを図っていただきますようお願いをし、

この質問を終わります。 

 次の質問に移ります。 

 １問目の総務部長の御答弁で、御家庭での御準備を一番にお願いしつつと言われました。私

も同じ思いであります。妊産婦や乳幼児のお母さん、高齢の方、慢性疾患の方、食物アレル

ギーの方、食べる機能が弱い方など配慮が必要な方は、特に家庭での備蓄に目を向けていただ

き、安心の体制を整えていただきたいと思っております。 

 そこで、次の質問は、町民一人一人の防災意識の向上を目指してと題して、２点お伺いをい

たします。 

 １点目、母子手帳の交付時に、また母親学級、乳幼児健診などの折、お母さんたちに対して

防災教育を行うことは可能かと思いますが、取り組んでみえますでしょうか。 

 ２点目に、安否確認タオルの活用についてお伺いをいたします。 

 私の地元の大庭台自治会では、昨年までは２日にわたり実施していました秋祭りを本年は

10 月 13 日の午前中に子ども会の秋祭り、午後からＡＥＤ講習と初期消火訓練、ハイゼックス

炊飯試食というメニューで防災訓練を実施いたしました。 

 昨日の清水議員の一般質問で御紹介していただきましたが、11 月 17 日には、一時避難所と

なっています大庭台第一公園総合集会所の玄関先に、24 時間対応できるＡＥＤを設置してい

ただきました。 

 その後、自治会会員の防災意識の向上のための新たな取り組みとして、このような安否確認

タオルを全戸配布いたしました。自主防災会ということで無事ですということが印字されてお

ります。このタオルを使い、12 月１日には自治会会員の御協力をいただき、安否確認訓練を

実施いたしました。10 時になったら各家庭でこのタオルを道路から見えるところに掲げてい
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ただき、２名の班長と１名の防災リーダーがグループとなり２つの班の安否確認に回り、タオ

ルがかかっていないお宅には声をかけ、安否確認訓練のお話をさせていただきました。 

 結果、435世帯中 81％に当たる 353世帯の方がタオルを掲げていただきました。また、タオ

ルがかかっていなかった 82世帯のうち、忘れていましたなどの確認ができたのが 33世帯８％

でした。お留守のお宅は 11％に当たる 49 世帯でした。自治会会員の皆様のほとんどの方が意

識を持って参加していただくことができました。この活動は非常によいので、継続して行って

いただきたいとの声もいただいています。 

 この黄色いタオルは、災害時救助を必要としない御家庭が我が家は大丈夫です。ほかの方を

助けてくださいという意思表示をしていただくもので、道路から見えやすい場所にこのタオル

を掲げていただくことにより近隣に知らせるものです。安否確認のスピードアップにもなり、

救助が必要な方のところに少しでも早く伺うことができます。 

 大規模災害発生時の安否確認は、自治会の一つの活動となっています。この活動を広くＰＲ

することで、自助・共助意識を高めるとともに自治会加入を呼びかける一つのツールになるの

ではないかと考えます。このような活動を御嵩町全体に広めていただき、一人一人の防災意識

の向上につなげていただくことを提案いたします。御見解をお伺いいたします。 

議長（高山由行君） 

 民生部長 加藤暢彦君。 

民生部長（加藤暢彦君） 

 それでは、大沢議員の一般質問、防災意識の向上を目指してについてお答えをさせていただ

きます。 

 私への質問は、母子手帳交付時、母親学級、それから乳幼児健診などの折に、お母さんたち

に防災教育を行うことは可能と思うが、取り組んでいるかどうかであります。 

 乳幼児のお母さん向けの防災教育として、ゼロ歳児学級「あいあい」で、日赤岐阜県支部の

幼児安全指導員さんを講師に招きまして、子供に起こりやすい事故の予防とＡＥＤを含めた心

肺蘇生についての講義を年２回開催しております。 

 ことしの前期分は９月 13日に開催されまして、大人 22名、子供の方 27名、合計 49名の方

の参加をいただいております。後期分についても今後開催予定でございます。 

 また、１歳から３歳児学級におきましては、上之郷、御嵩、中地区で防災士の方や役場防災

担当職員から救命講座や防災の話を聞く機会がございました。 

 一方、これからお母さんになる妊婦の方においては、特に防災の話など防災教育を受ける機

会がないのが実情であります。議員御指摘のように、母子手帳の交付時や母親学級開催時には、

妊婦の方とのかかわり合いがあります。このときに妊婦の方々に対して防災教育ができないか
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検討をしていきたいと思っております。 

 本町の場合、母子手帳交付は個別交付であり、母子手帳交付の際にお伝えすることの数が多

いこと、それから妊婦さんの体調もすぐれない時期の方が多いということから、防災のことに

特化して長時間をかけてお話をすることは難しいと考えております。防災の冊子やチラシでの

周知という手法になると考えられます。母子手帳交付は全ての妊婦さんがお見えになりますの

で、チラシ等は全員に行き渡りますが、チラシに目を通していただけるかどうかは不明でござ

います。 

 一方、母親学級は３カ月に１度、年４回開催しております。妊婦の方が安定期に入った時期

に受講されるということが多い状況であります。内容につきましては、お母さんになる、母親

になるための心構えであったりとか、これから注意することということの講義が主ですので、

その中に防災の観点からのお話を入れるということは可能かというふうに思っております。た

だし、こちらの母親学級につきましては希望者のみということでございますので、妊婦さん全

員が受講されるということではないので、全員に情報が伝わらないというような問題点もある

かというふうに思っております。 

 災害はいつ、何どき起こるかわかりません。議員御指摘のように、これからお母さんになる

妊婦の方や、それから乳幼児を抱えたお母さん全ての方に防災教育は必要であると考えており

ます。 

 現状、実施されていない妊婦の方への防災教育について、冊子やチラシを作成し、できれば

ポイントを絞った形での説明、目を通していただけるよう御案内をしながら配布することや、

母親学級での講義の中に入れ込むなど、他市町村や各種団体の事例を参考にしながら、実施に

向けて総務防災課、それから教育委員会など関係部署ともに研究・検討していきたいと思って

おります。 

 以上で答弁を終わらせていただきます。 

議長（高山由行君） 

 総務部長 伊左次一郎君。 

総務部長（伊左次一郎君） 

 では、大沢議員の御質問に御答弁をさせていただきます。 

 御質問は、防災意識の向上を目指してと題され、私へは安否確認タオルの活用についての御

質問です。 

 大沢議員が言っておられるとおり、災害時に、今いる家族は大丈夫、ほかの方を助けてとい

うメッセージを玄関などのできる限り道路から見える場所に黄色いタオルを掲げることにより、

安否確認のためにインターフォンを押したり、ドアをたたいて回らなくても、外から一目で無
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事を確認でき、自治会で組織する自主防災会での安否確認を素早く実施することができること

にあわせ、救助・救援が必要な方を早期に発見することができることや、このタオルの裏面な

どに避難場所を記入しておけば、避難先を必要な方に知らせることができるなど、災害時には

非常に有益なものと受け取っています。 

 大庭台自治会は防災意識が高く、自治会による防災訓練やＡＥＤの設置、先日は安否確認タ

オルを活用した安否確認訓練を実施されるなど、先進的な自助・共助活動を展開され、大災害

発災時の備えを着実に進めておられることに心強く感じておりますが、それ以上に自治会の皆

様の安心・安全につながっていることだと感じています。 

 他府県でも安否確認タオルの活動が広まりつつあります。安否確認タオルは１枚 100円前後

で市販されつつあり、災害時には非常に安価で効果の高いものとして、自治会の自主防災会な

どで御準備が進められています。 

 本町においても広報紙に大庭台自治会の防災活動の特集を組むなど、全町的に御紹介するこ

とによって、町民の防災意識向上につないでいきたいと考えております。御提案ありがとうご

ざいました。 

 以上で大沢議員の御答弁とさせていただきます。 

〔10番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 10番 大沢まり子さん。 

１０番（大沢まり子君） 

 １点目につきましては、今後妊婦さんに対する防災教育を検討していただけるとのこと。前

向きな御答弁ありがとうございます。 

 また、２点目の安否確認タオルにつきましては、御答弁の中ではタオルは 100円で安価と言

われましたけれども、このタオル自体は印字されておりますので、１枚 270円ほどかかってお

ります。しかし、このようなタオルに限らず自主防災会ごとに工夫をしていただきまして、

もっと小さなものだったり、白いタオルでもいいかと思います、それは。大庭台はちょっと自

主防災会の費用がございましたので、頑張ってこの印字をしたんですけれども、そういったこ

とで各自主防災会ごとにいろいろと工夫をしていただければ、お金もかけずにできる場合もご

ざいますので、この安否確認訓練の活動が町全体に広がることを期待いたします。ありがとう

ございました。 

 最後の質問となります。 

 認知症サポーターの活躍の場についてお伺いをいたします。 

 世界に類のないスピードで高齢化が進む中、認知症の人は年々ふえ続けています。令和６年



－117－ 

には 700万人を突破するとも言われております。認知症は今や誰でも発症する可能性があり、

誰もが介護者となり得るため、認知症施策の推進は喫緊の課題であります。 

 認知症に対する理解を深め、手助けをする認知症サポーターは、９月現在で全国 1,200万人

に広がり、認知症の人や家族を支える役割として期待が高まっています。 

 御嵩町においては、認知症サポーターは何人お見えになりますか。 

 現在、徘回見守り訓練、認知症カフェなどを実施していただいておりますが、認知症サポー

ターの方がかかわっての取り組みはなされていますでしょうか。 

 先日、新聞に京都府綾部市の取り組みが紹介をされておりました。 

 綾部市は人口３万 2,000 人、高齢化率 37％と全国平均より 10％ほど高い市です。綾部市の

社会福祉協議会は、地域福祉の担い手を育成しようと独自の研修を行っています。１万人を超

える認知症サポーターの中から、社会福祉協議会が高齢者福祉への理解を深める１時間程度の

講習を受けた人をシルバーサポーターとし、さらに介護福祉士から援助技術の講義を受けた人

はゴールドサポーターと認定をしています。 

 社会福祉協議会の事務局長は、認知症サポーターの研修を受講して終わりではもったいない

と感じたのがきっかけ、興味がある人にもっと情報を届け、地域の支え合いの担い手になって

ほしかったと話してみえました。現在、シルバーサポーターは 3,000 人を超え、ゴールドサ

ポーターは 400人を超えています。シルバーサポーターは地域の認知症高齢者の見守りなどに

協力、ゴールドサポーターは認知症カフェの運営や高齢者向け足湯の出前サービスを行うなど、

自発的な活動を広げています。また、サポーター同士が情報交換をするサポカフェを月１回開

催し、情報紙も定期的に発行をされています。 

 厚生労働省は今年度から認知症サポーター活動促進事業に着手をしています。認知症の人や

その家族の支援ニーズとサポーターをつなぐ仕組み、チームオレンジの構築を目指しています。

チームオレンジが構築されることにより、認知症サポーターの役割が大きくなり、活躍の場が

広がっていくと考えます。 

 現在の取り組みの状況と今後についてお聞かせください。 

議長（高山由行君） 

 民生部長 加藤暢彦君。 

民生部長（加藤暢彦君） 

 それでは、大沢議員の一般質問、認知症サポーターの活躍についてお答えをさせていただき

ます。 

 御質問は、認知症サポーターの活躍の場を広げる取り組みの現状と今後の計画はでございま

す。 
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 まず、認知症サポーターについて御説明をさせていただきます。 

 認知症サポーターとは、認知症に関する正しい知識と理解を持ち、地域や職場で認知症の人

や家族に対してできる範囲で手助けをする人のことであります。特別な職業や資格ではなく、

サポーターは自分の日常生活の中で認知症への理解と支援の心を持って行動をいたします。サ

ポーターは市町村や職場などで実施される認知症サポーター養成講座を受講した人で、受講後

にはそのあかしであるオレンジリングを受け取ることができます。オレンジリング、私、今し

ていますけど、こういったものでございます。 

 平成 16 年に、今まで痴呆症と呼ばれていたものを認知症ということで用語が変更されたこ

とに伴いまして、平成 17 年度より、認知症を知り、地域をつくるキャンペーンを認知症サ

ポーターキャラバンと名づけまして、認知症サポーターの養成が始まりました。平成 30 年 12

月に認知症施策推進関係閣僚会議が設置され、令和元年６月に認知症施策推進大綱が取りまと

められました。 

 大綱の基本的な方針は、認知症の発症をおくらせ、認知症になっても希望を持って日常生活

を過ごせる社会を目指し、認知症の人や家族の視点を重視しながら共生と予防を両輪としての

施策を推進していくものであります。 

 特に、認知症にかかわる機会が多いことが想定されます小売業の方や金融機関、それから公

共交通機関の従業員の方に向けて養成講座の拡大を目指しております。 

 御嵩町におきましては、平成 21 年度より認知症サポーター養成講座を始めました、現在ま

で 50 回の講座を開始し、御嵩町における認知症サポーターの人数は延べ人数で 1,177 人に

上っております。今後さらにサポーターの人数をふやしていく必要があると考えております。 

 認知症サポーターがかかわっている取り組みとしては、個人的に近所の認知症の方への見守

りや話し相手の活動などをされている方もあるかと思います。町におけるかかわり合いのある

事業としては、昨年度より行方不明高齢者等ＳＯＳネットワーク模擬訓練にボランティアとし

て参加を呼びかけ、昨年度は７名、今年度は４名の参加をいただいております。 

 今後、認知症サポーターに求められるものとして、認知症サポーターが正しい理解を得たこ

とを契機に、自主的に行ってきた活動をさらに一歩前進させ、地域で暮らす認知症の人や家族

の困り事の支援・ニーズを認知症サポーターの活動と結びつけること、そのためにチームオレ

ンジの取り組みが本年度より国のほうで始まったところであります。 

 チームオレンジとは、認知症サポーターの近隣チームによる認知症の人や家族に対する生活

面での早期からの支援など、特に外出支援であったり、見守り、声かけ、それから話し相手、

認知症の人の居宅へ出向いて出前支援をするなどをいいますが、そういったことを行い、引き

こもりがちな生活になることを未然に防ぐものであります。また、認知症の方もチームに参加
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するということが望まれているところでございます。 

 御嵩町では、地域の医療機関、介護サービス事業所や地域の支援機関をつなぐ連携支援や認

知症の人、それからその家族を支援する相談事業等を行う認知症地域支援推進員という者を御

嵩町の地域包括支援センターに配置しております。 

 御嵩町におけるチームオレンジの立ち上げの取り組みとして、現在、認知症地域支援推進員

が中心となって取り組んでおるところでございます。 

 令和元年９月 21 日に認知症サポーター養成講座を受講された方々に声をかけ、「認知症サ

ポーター集まれ！」と銘打って「私の身の回りに見える認知症の方に対してできることは何」、

それから「今までに認知症の方への対応で困ったことは」、さらに「私が認知症サポーターと

して今からできることは何」をテーマにしたワークショップを行いました。このワークショッ

プが御嵩町におけるチームオレンジの結成に向けた第一歩と捉えております。参加人数は 13

名でございました。 

 今後の取り組みといたしまして、来年１月に、本年度３回目となりますが、認知症サポー

ター養成講座の実施を予定しております。また、来年２月には、認知症サポーター養成講座を

受講された方を対象に、認知症サポーターフォローアップ研修の実施を計画しております。認

知症サポーターの方々にチームオレンジの趣旨を理解していただき、将来の地域ごとのチーム

オレンジによります認知症カフェの運営であったり、見守り、ちょっとした生活支援活動など、

認知症サポーターが地域の支え手となっていくように、そういったことを担って発展していく

ことを目標に取り組んでいきたいと思っております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

〔10番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 10番 大沢まり子さん。 

１０番（大沢まり子君） 

 今の御答弁では、認知症地域支援推進員を中心にチームオレンジを立ち上げていくという御

答弁でございました。また、その９月 21 日に、サポーター集まれというような声をかけ行わ

れたワークショップでございますけれども、これがチームオレンジの第一歩というふうにおっ

しゃられました。 

 私も 1,177人のサポーターのうちの一人でございますが、このことに関しては何のお声かけ

もいただいておりませんでした。このサポーター1,177 人の方にもっと広くお声をかけていた

だければもう少したくさんの方が参加されたのではないでしょうか。 

 この件に関してはどのようにお考えか伺います。 
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議長（高山由行君） 

 民生部長 加藤暢彦君。 

民生部長（加藤暢彦君） 

 御質問にお答えをいたします。 

 ９月 21日に、先ほど申しましたようにワークショップを開催させていただきました。 

 議員がおっしゃられるように、延べ人数ですけど 1,177名の方全員にお声かけできれば、多

くの方が集まったのかなあと思っておるところでございますけれども、今回、立ち上げという

こともございましたので、まず実際お声かけさせていただいた方、それからチラシでもちょっ

と案内をかけさせていただいたんですけれども、実際にまずお声かけさせていただいたのは、

平成 29 年度以降の認知症サポーター養成講座の受講者の中から今後の認知症施策に協力して

いただける方で、住所と氏名を登録していいわという方がお見えになったので、その方々にま

ずは御案内をかけさせていただきました。その、要は今後登録していいわとおっしゃった方の

人数でございますけれども、平成 29 年度で９名、平成 30 年度で 60 名、今年度で今のところ

は 26 名ということで合計 95 名の方です。この 95 名の方にお声かけさせていただいて、その

うち 13名の方がワークショップに御参加いただいたということでございます。 

 先ほど議員がおっしゃられたように、多くの方にやっぱり参加していただきたいので、もう

少し過去にさかのぼって登録された方もいらっしゃると思いますので、そういった方にもこれ

から順次お声かけさせていただきながら、来年２月に予定しておりますそういったフォロー

アップ研修、そちらのほうにも御参加していただけるような案内もしていきたいなと、より多

くの方に御参加いただけるようにしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。

以上です。 

〔10番議員挙手〕 

議長（高山由行君） 

 10番 大沢まり子さん。 

１０番（大沢まり子君） 

 今後はまた広く周知していただくことが大切と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 サポーターのスキルアップによりまして活動の場が広がることを期待し、質問を終わりとい

たします。ありがとうございました。 

議長（高山由行君） 

 大沢まり子さんの一般質問を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  散会の宣告 
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議長（高山由行君） 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は 12月 13日の午前９時より開会しますので、よろしくお願いします。 

 これにて散会をいたします。御苦労さまでございました。 

午前 11時 34分 散会  
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